
災害情報とコミュニティ
五十嵐尚紀
長谷川想
土方貴史



はじめに
 なぜ、台風災害なのか?

フィリピンでは台風による災害の犠牲者数がほかの災害に比べ
て圧倒的に多い

ex) 2013年11月 台風ハイエン

犠牲者数2300人以上, 被災者約950万人



はじめに
 減災について

災害が起こる前にリスクを考えて準備しておき、被害を減らす
こと

フィリピンではこれまでは被災後の対応しかなされてこなかっ
た。

2014年1月 京都会議において、災害対策の基本方針の1つに
提言された。



情報伝達の流れ

収集 → 解析 → 伝達 → 受信 → 行動



PAGASA
 The Philippine Atmospheric, Geophysical and Astronomical 

Services Administration （気象天文庁）

 日本の気象庁に相当

 気象レーダー

 雨量風量水位観測

 「ひまわり」から衛星データの提供

→ これらをもとに台風の予報警報を作成



PAGASA（収集）
 気象レーダー

全国に１１カ所

レーダー観測によって

中心位置、方向、降雨、風速

のデータを集めることができる

全国の気象レーダー観測所



PAGASA（収集）
 雨量風量水位



PAGASA（解析）
 予報作成

気象レーダー・気象衛星から送られてくるデータを、雨量風量
水位観測所のデータで補正したものをもとに、予報警報を作
成する。

注意報 1日1回 熱帯低気圧、監視エリア外

警報 1日2回 フィリピンに影響を及ぼすまで36時間
以上あるとき

警報シグナル 1日4回 フィリピンに36時間以内に影響を及ぼ
すことが予想されるとき

警報シグナルには台風の強さに応じて４つの種類がある

台風の予報警報



EFCOS
 効果的洪水調整運用システム (Effective Flood Control 

Operation System)

目的: パッシグ・マリキナ・ラグナ湖周辺の洪水調整

マニラ首都圏洪水防止計画の1つとして実施された

 実施事項

第1フェーズ (~1992, 円借款)

2つの雨量観測所と9つの水位計測所を設置

データは中央コントロールステーションに送られる



EFCOS
 実施事項

第2フェーズ (~2001, JICA無償援助)

雨量測定所・水位観測所を増設

マニラ首都圏の各自治体に通信システムを設置

放水路沿いに警報システムを設置



EFCOS
 洪水調整システムの概要

画像データください



EFCOS
 洪水調整システムの概要



FCIC
 Flood Control Information Center

 災害だけにとどまらず、幅広い情報を収集し、適切に伝達
することを目的とし設置された。

 PAGASAやEFCOSなどから情報を受け取り、MMDAなどの
関係諸機関との連絡を担う。

 災害対策だけでなく、監視カメラで道路の状況をチェックし
たりテレビなどで天気の情報を得たりもする。



結論（収集・解析）
＜課題＞

観測施設の不足とそれに伴う低い予測精度

＜解決策＞

 施設の増設

 予算配分

 政治体制の変革



災害関係の政府機関（日本との比較）

国家災害リスク
管理評議会

市民防衛局
（OCD）

州災害リスク
管理評議会

自治体（市・町）
災害リスク管理評議会

中央防災会議

バランガイ災害リスク
管理評議会

国の機関

内閣府防災

都道府県
防災会議

市町村
防災会議

住民
（自主防災組織など）

地方政府



情報伝達（コミュニティレベル）

中央からの広域的な情報と、地域の現況情報

バランガイ災害リスク
管理評議会

川の水位情報

住民

PAGASA

バランガイ（村）

メディア



住民まで災害情報は届いている

→住民の避難行動が課題

例えば・・・

避難のタイミング

避難場所・避難ルート

→コミュニティレベルでの防災対策が必要



コミュニティ防災
 コミュニティ防災の成功例

Banaba:二つの川に挟まれた、人口約２万人のバランガイ。

ほぼ１０年に一度、大型台風・洪水の被害

Buklod Tao（Banabaで活動する民間団体）がコミュニティ防災を推進

成果：１９９７年、２００８年の台風で被害ゼロ



コミュニティ防災
Buklod Tao の活動内容

 ３つのプロセス

防災セミナー、住民会議

居住域で３つのグループに分割

→レスキューチーム、避難訓練

必要な備品（ボート、メガホン、医療セット, etc.）の購入

啓発

備え

組織化



コミュニティ防災
 ハザードマップの作成

 川の水位計の設置とモニタリング

 行動基準の作成と共有



1ST LGU Course on

Governance and Disaster 
Risk Reduction





コミュニティ防災
課題

 実施できる地域が限定的

指導者の不在

バランガイ災害リスク管理評議会にも専門的知識をもつ職員は少ない

Banabaの場合

・民間団体（Buklod Tao）の存在

・災害関係の現地NGOがBuklod Taoに資金協力、技術的支援



結論
 解決策

バランガイ災害リスク管理評議会が中心となってコミュニティ
防災をすすめる

NGOによる研修

 課題

ノウハウを提供できるNGO等の数不足

バランガイ評議会の人員不足

→被災地域で研修、他地域の評議会職員が参加・協力



結論

解決策

 解決策

従来

現地NGO・
市民防衛局
（OCD）地方局

バランガイ災害リス
ク管理評議会

住民

研修

現地
NGO

民間団体バランガイ

要請
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